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(57)【要約】
【課題】無線通信システムで上り回線短い長さデータを
フォーマッティング及びエンコーディング方法を提供す
る。
【解決手段】無線通信システムにおいて使用者機器が一
つ以上の短い長さデータをエンコーディングして伝送す
る方法が開示される。より具体的に、使用者機器（ＵＥ
）は、一つ以上の誤り検出コードを一つ以上の短いデー
タに付加する。そして、誤り検出のために一つ以上のブ
ロックエンコーダを用いて前記短い長さデータ及び前記
付加された誤り検出コードをエンコーディングする。こ
こで、前記短い長さデータ及び前記付加された誤り検出
コードは独立的にエンコーディングされる。最後に、前
記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エン
コーディングされた誤り検出コードを伝送する。
【選択図】図１



(2) JP 2008-514103 A 2008.5.1

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムで一つ以上の短い長さデータをエンコーディングして伝送する方法に
おいて、
　前記一つ以上の短い長さデータに、一つ以上の誤り検出コードを付加する段階と、
　誤り検出のために、一つ以上のブロックエンコーダを用いて前記短い長さデータ及び前
記付加された誤り検出コードをエンコーディングするものの、前記短い長さデータ及び前
記付加された誤り検出コードは、独立的にエンコーディングされる、エンコーディング段
階と、
　前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされた誤り検出
コードを伝送する段階と、
を含む、エンコーディング及び伝送方法。
【請求項２】
　前記誤り検出コードは、ＣＲＣ（ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃｋ）
であることを特徴とする、請求項１に記載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項３】
　前記短い長さデータは、制御情報であることを特徴とする、請求項１に記載のエンコー
ディング及び伝送方法。
【請求項４】
　前記制御情報は、チャネルフォーマット情報を含むことを特徴とする、請求項３に記載
のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項５】
　前記制御情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するチャネルフォーマット情報を含むことを特徴とす
る、請求項３に記載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項６】
　前記制御情報は、スケジューリング情報を含むことを特徴とする、請求項３に記載のエ
ンコーディング及び伝送方法。
【請求項７】
　前記制御情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するスケジューリング情報を含むことを特徴とする、
請求項３に記載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項８】
　前記制御情報は、チャネルフォーマット情報及びスケジューリング情報を含むことを特
徴とする、請求項３に記載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項９】
　前記制御情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するチャネルフォーマット情報及びスケジューリング
情報を含むことを特徴とする、請求項３に記載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項１０】
　前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされた誤り検出
コードは、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）を通じて伝送されることを特徴とする、請求項１に記載のエンコー
ディング及び伝送方法。
【請求項１１】
　無線通信システムで一つ以上のエンコーディングされた短い長さデータを受信してデコ
ーディングする方法において、
　前記エンコーディングされた短い長さデータ及びエンコーディングされたエラー検出コ
ードを受信するものの、前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーデ
ィングされたエラー検出コードは、一つ以上のブロックエンコーダを用いて独立的にエン
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コーディングされ、前記誤り検出コードは、前記短い長さデータに付加されることを特徴
とする、受信段階と、
　前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされた誤り検出
コードをデコーディングする段階と、
を含む、受信及びデコーディング方法。
【請求項１２】
　前記誤り検出コードは、ＣＲＣ（ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃｋ）
であることを特徴とする、請求項１１に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項１３】
　前記短い長さデータは、制御情報であることを特徴とする、請求項１１に記載の受信及
びデコーディング方法。
【請求項１４】
　前記制御情報は、チャネルフォーマット情報を含むことを特徴とする、請求項１３に記
載の受信及びデコーディング方法。
【請求項１５】
　前記制御情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するチャネルフォーマット情報を含むことを特徴とす
る、請求項１３に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項１６】
　前記制御情報は、スケジューリング情報を含むことを特徴とする、請求項１３に記載の
受信及びデコーディング方法。
【請求項１７】
　前記制御情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するスケジューリング情報を含むことを特徴とする、
請求項１３に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項１８】
　前記制御情報は、チャネルフォーマット情報及びスケジューリング情報を含むことを特
徴とする、請求項１３に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項１９】
　前記制御情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するチャネルフォーマット情報及びスケジューリング
情報を含むことを特徴とする、請求項１３に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項２０】
　前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされた誤り検出
コードは、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）を通じて伝送されることを特徴とする、請求項１１に記載の受信及
びデコーディング方法。
【請求項２１】
　無線通信システムで一つ以上の制御情報の要素情報をエンコーディングして伝送する方
法において、
　前記一つ以上の制御情報の要素情報に、一つ以上の誤り検出コードを付加する段階と、
　誤り検出のために一つ以上のブロックエンコーダを用いて前記制御情報の要素情報及び
前記付加された誤り検出コードをエンコーディングするものの、前記要素情報及び前記付
加された誤り検出コードは、独立的にエンコーディングされる、エンコーディング段階と
、
　前記エンコーディングされた要素情報及び前記エンコーディングされた誤り検出コード
を伝送する段階と、
を含む、エンコーディング及び伝送方法。
【請求項２２】
　前記誤り検出コードは、ＣＲＣ（ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃｋ）
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であることを特徴とする、請求項１に記載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項２３】
　前記制御情報の要素情報は、短い長さデータであることを特徴とする、請求項２１に記
載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項２４】
　前記要素情報は、チャネルフォーマット情報であることを特徴とする、請求項２１に記
載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項２５】
　前記要素情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するフォーマット情報であることを特徴とする、請求
項２１に記載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項２６】
　前記要素情報は、スケジューリング情報であることを特徴とする、請求項２１に記載の
エンコーディング及び伝送方法。
【請求項２７】
　前記要素情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するスケジューリング情報であることを特徴とする、
請求項２１に記載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項２８】
　前記一つ以上の要素情報は、チャネルフォーマット情報及びスケジューリング情報を含
むことを特徴とする、請求項２１に記載のエンコーディング及び伝送方法。
【請求項２９】
　一つ以上の要素情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔ
ｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するチャネルフォーマット情報及びスケジュー
リング情報を含むことを特徴とする、請求項２１に記載のエンコーディング及び伝送方法
。
【請求項３０】
　前記エンコーディングされた要素情報及び前記エンコーディングされた誤り検出コード
は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ
：Ｅ－ＤＣＨ）を通じて伝送されることを特徴とする、請求項２１に記載のエンコーディ
ング及び伝送方法。
【請求項３１】
　無線通信システムで一つ以上のエンコーディングされた制御情報の要素情報を受信して
デコーディングする方法において、
　前記エンコーディングされた要素情報及びエンコーディングされたエラー検出コードを
受信するものの、前記エンコーディングされた要素情報及び前記エンコーディングされた
エラー検出コードは、一つ以上のブロックエンコーダを用いて独立的にエンコーディング
され、前記誤り検出コードは、前記要素情報に付加されることを特徴とする、受信段階と
、
　前記エンコーディングされた要素情報及び前記エンコーディングされた誤り検出コード
をデコーディングする段階と、
を含む、受信及びデコーディング方法。
【請求項３２】
　前記誤り検出コードは、ＣＲＣ（ｃｙｃｌｉｃ　ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｃｈｅｃｋ）
であることを特徴とする、請求項３１に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項３３】
　前記制御情報の要素情報は、短い長さデータであることを特徴とする、請求項３１に記
載の受信及びデコーディング方法。
【請求項３４】
　前記要素情報は、チャネルフォーマット情報であることを特徴とする、請求項３１に記
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載の受信及びデコーディング方法。
【請求項３５】
　前記要素情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するフォーマット情報であることを特徴とする、請求
項３１に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項３６】
　前記要素情報は、スケジューリング情報であることを特徴とする、請求項３１に記載の
受信及びデコーディング方法。
【請求項３７】
　前記要素情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するスケジューリング情報であることを特徴とする、
請求項３１に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項３８】
　前記一つ以上の要素情報は、チャネルフォーマット情報及びスケジューリング情報を含
むことを特徴とする、請求項３１に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項３９】
　一つ以上の要素情報は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔ
ｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）に対するチャネルフォーマット情報及びスケジュー
リング情報を含むことを特徴とする、請求項３１に記載の受信及びデコーディング方法。
【請求項４０】
　前記エンコーディングされた要素情報及び前記エンコーディングされた誤り検出コード
は、拡張された指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ
：Ｅ－ＤＣＨ）を通じて伝送されることを特徴とする、請求項３１に記載の受信及びデコ
ーディング方法。
【請求項４１】
　一つ以上の短い長さデータをエンコーディングして伝送する無線通信システムにおいて
、
　前記一つ以上の短い長さデータに、一つ以上の誤り検出コードを付加し、
　誤り検出のために一つ以上のブロックエンコーダを用いて前記短い長さデータ及び前記
付加された誤り検出コードをエンコーディングするものの、前記短い長さデータ及び前記
付加された誤り検出コードは独立的にエンコーディングされ、
　前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされた誤り検出
コードを伝送する使用者機器を備える、無線通信システム。
【請求項４２】
　一つ以上のエンコーディングされた短い長さデータを受信してデコーディングする無線
通信システムにおいて、
　前記エンコーディングされた短い長さデータ及びエンコーディングされたエラー検出コ
ードを受信するものの、前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーデ
ィングされたエラー検出コードは、一つ以上のブロックエンコーダを用いて独立的にエン
コーディングされ、前記誤り検出コードは、前記短い長さデータに付加されることを特徴
とし、
　前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされた誤り検出
コードをデコーディングする、基地局を含む、無線通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フォーマッティング及びエンコーディングする方法に係り、より具体的には
、無線通信システムで上り回線制御情報をフォーマッティング及びエンコーディングする
方法と関する。
【背景技術】
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【０００２】
　上り回線データ送信の要求が増加するに伴い、様々な高速伝送チャネルを用いたデータ
送信方法が論議されている。特に、拡張上り回線指定チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｕｐ
ｌｉｎｋ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）は、３世代パートナーシ
ッププロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊ
ｅｃｔ：　３ＧＰＰ）無線通信システムにおいて高速伝送チャネルの重要な一例といえる
。
【０００３】
　既存の指定チャネル（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ＣｈａｎｎｅｌＤＣＨ）と比較して、上記
の新しいＥ－ＤＣＨが持つ最も異なる機能は、混成自動再伝送要求（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕ
ｔｏｍａｔｉｃ　ＲｅＱｕｅｓｔ：ＨＡＲＱ）機能である。ＨＡＲＱ方式で基地局は使用
者機器（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）から伝送されたデータパケットを受信し
、受信したデータの誤り有無を判定する。データパケットに誤りがない場合、すなわち、
成功的にデコーディングされた場合に、基地局はＵＥにＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍ
ｅｎｔ）信号を伝送する。データパケットに誤りがある場合、すなわち、成功的にデコー
ディングされなかった場合に、基地局はＵＥにＮＡＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏ
ｗｌｅｄｇｍｅｎｔ）信号を伝送する。ＵＥは、ＡＣＫ信号受信に応じて新しいデータパ
ケットを伝送する、または、ＮＡＣＫ信号受信に応じて同じデータパケットを再伝送する
。
【０００４】
　Ｅ－ＤＣＨの他の特徴は、基地局がＵＥの状態を決定し、毎伝送時間間隔（Ｔｒａｎｓ
ｍｉｔ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ：ＴＴＩ）でＵＥが基地局にデータパケットを伝送
するためのスケジューリングと関連する。データパケット伝送のスケジューリングから、
Ｅ－ＤＣＨの上り回線伝送性能は、ＤＣＨよりも強化されることができる。成功的なスケ
ジューリング動作を行うために基地局は各ＵＥの状態情報を知っていることが重要である
。実際に、各ＵＥは、有意の変化や更新がスケジューリング情報に発生する場合に周期的
に、または、有意の変化や更新がスケジューリング情報に発生する場合に非周期的にその
情報を提供できる。
【０００５】
　データパケット伝送スケジューリングのために、基地局は、特定情報、すなわち、各Ｕ
Ｅのバッファー状態、伝送電力状態などを有しなければならない。例えば、バッファー状
態の場合、基地局は、どれくらいの追加データが保存されうるかだけでなく、バッファー
内にデータがどれくらい保存されているかに対する情報を有する。伝送電力状態の場合、
例えば、基地局は、ＵＥに残っている伝送電力の量またはＥ－ＤＣＨに割り当てられうる
量に対して知っていなければならない。
【０００６】
　ＤＣＨの動作と同様に、Ｅ－ＤＣＨは、データとフォーマット情報とを別に伝送する。
ここで、制御情報は、Ｅ－ＤＣＨをフォーマットするのに用いられる方法及びフォーマッ
ティングされたＥ－ＤＣＨが伝送される方法と関連した情報である。該情報は、データを
デコーディングするのに用いられる。フォーマット情報の例として、データが実際にフォ
ーマッティングされた方法を表すＥ－ＤＣＨ伝送フォーマット組合指示子（Ｅ－ＤＣＨ　
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：Ｅ
－ＴＦＣＩ）、ＨＡＲＱ及びシーケンス番号のための余分のバージョンが挙げられる。
【０００７】
　制御情報を伝送するときに伝送誤りが生じることがある。伝送誤りには、例えば、伝送
がない場合にあたかも伝送があるかのように誤って決定される、または、その逆の場合が
ある。これらの伝送誤りは、無線通信システムにおける資源利用に非効率性を招く。した
がって、より効果的な制御信号エンコーディング及び伝送方法と、伝送時に引起こされる
誤りを低減する方法を提示することを本発明の一目的とする。
【０００８】
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　伝送中に発生する誤りを防止するために、臨界値検出方法が用いられる。臨界値検出方
法では、相応する間隔のエネルギーレベルが検出される。伝送されたとしても、検出を通
じて有意のレベルを超過するエネルギーレベルが決定される場合に限り、基地局は信号が
伝送されたことと決定する。
【０００９】
　不幸にも、臨界値検出方法で全く誤りがないわけには行かない。すなわち、伝送が完了
したにもかかわらず、あたかも伝送されなかったかのように誤決定されることがある。こ
のような誤決定は、足りないチャネル状態による低い信号伝送のため、送信端で非常に低
いエネルギーレベルの入力をした結果に起因する。さらに、伝送がない場合にも、大きい
干渉によって伝送が発生したことと誤決定されることがある。
【００１０】
　臨界値検出方法における問題点を解決できる方案の一つとして、誤り検出方法が用いら
れることができる。一般に、誤り検出コードは、短い情報に付加されることができる。し
かし誤り検出コードの付加された短い情報の長さは変更可能である。ブロックコードは、
短い情報をエンコーディングするのに有利である。すなわち、ブロックコードは、長さの
短い情報をエンコーディングするのに適当である。しかし、ブロックコードの問題は、固
定した長さを持つ情報をエンコーディングする場合にのみ用いられることができるという
ことにある。言い換えると、ブロックエンコーダは、情報ビット数が固定された場合にの
み用いられることができる。したがって、ブロックエンコーディングは、相異なる長さを
持つエンコード情報ビットを持つ多数の情報ビットをエンコーディングできず、よって、
必要なそれぞれ異なる長さに相応する独立したブロックエンコーダが用いられることがで
きる。ここで、各ブロックエンコーダは、ブロックエンコーダの長さに相応する特定長さ
を持つ短い長さ情報ビットをエンコーディングする場合にのみ用いられることができる。
その結果、相異なる長さを持つ短い情報ビットをエンコーディングするためのブロックエ
ンコーダの数が過度に増加してしまい、非効率的で非効果的なブロックエンコーディング
を招く。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって、本発明は、上記従来技術の限界及び不利な点に起因する一つ以上の問題を
実質的に解決するための、無線通信システムで上り回線短い長さデータをフォーマッティ
ング及びエンコーディングする方法と関連する。
【００１２】
　本発明の一目的は、無線通信システムで一つ以上の短い長さデータをエンコーディング
して伝送する方法を提供することにある。
【００１３】
　本発明の他の目的は、無線通信システムで一つ以上のエンコーディングされた短い長さ
データを受信してデコーディングする方法を提供することにある。
【００１４】
　本発明のさらに他の目的は、無線通信システムで一つ以上の制御情報の一要素情報をエ
ンコーディングして伝送する方法を提供することにある。
【００１５】
　本発明のさらに他の目的は、無線通信システムで一つ以上の制御情報の一要素情報を受
信してデコーディングする方法を提供することにある。
【００１６】
　本発明のさらに他の目的は、一つ以上の短い長さデータをエンコーディングして伝送す
る無線通信システムを提供することにある。
【００１７】
　本発明のさらに他の目的は、一つ以上の短い長さデータを受信してデコーディングする
無線通信システムを提供することにある。
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【００１８】
　本発明の追加的な利点、目的及び特徴は、一部は以下の詳細な説明で説明され、一部は
以下説明に基づいて当該技術分野における通常の知識を持つ者にとっては明白なもので、
本発明の実行によって明らかになるであろう。上記発明の目的、他の利点は、添付の図面
の他、ここに作成された説明及び請求項で指摘された構造によって実現され、得られるこ
とができる。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　以上の目的及び他の利点を得るために、そして、発明の目的に応じてここに具体化され
且つ概略説明される、無線通信システムで使用者機器が一つ以上の短い長さデータをエン
コーディングして伝送する方法は、前記一つ以上の短い長さデータに一つ以上の誤り検出
コードを付加する。そして、誤り検出のために一つ以上のブロックエンコーダを用いて前
記短い長さデータ及び前記付加された誤り検出コードをエンコーディングする。ここで、
前記短い長さデータ及び前記付加された誤り検出コードは独立的にエンコーディングされ
る。最後に、前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされ
た誤り検出コードを伝送する。
【００２０】
　本発明の他の様態として、無線通信システムで一つ以上のエンコーディングされた短い
長さデータを受信してデコーディングする方法において、基地局は、前記エンコーディン
グされた短い長さデータ及びエンコーディングされたエラー検出コードを受信する。ここ
で、前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされたエラー
検出コードは、一つ以上のブロックエンコーダを用いて独立的にエンコーディングされる
。そして、前記誤り検出コードは、前記短い長さデータに付加されたものである。また、
基地局は、前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされた
誤り検出コードをデコーディングする。
【００２１】
　本発明のさらに他の様態として、無線通信システムで一つ以上の制御情報の要素情報を
エンコーディングして伝送する方法において、使用者機器が前記一つ以上の制御情報の要
素情報に一つ以上の誤り検出コードを付加する。そして、誤り検出のために一つ以上のブ
ロックエンコーダを用いて前記制御情報の要素情報及び前記付加された誤り検出コードを
エンコーディングする。ここで、前記要素情報及び前記付加された誤り検出コードは独立
的にエンコーディングされる。最後に、使用者機器は、前記エンコーディングされた要素
情報及び前記エンコーディングされた誤り検出コードを伝送する。
【００２２】
　本発明のさらに他の様態として、無線通信システムで一つ以上のエンコーディングされ
た制御情報の要素情報を受信してデコーディングする方法において、基地局は、前記エン
コーディングされた要素情報及びエンコーディングされたエラー検出コードを受信する。
ここで、前記エンコーディングされた要素情報及び前記エンコーディングされたエラー検
出コードは、一つ以上のブロックエンコーダを用いて独立的にエンコーディングされる。
そして、前記誤り検出コードは、前記要素情報に付加されたものである。また、基地局は
、前記エンコーディングされた要素情報及び前記エンコーディングされた誤り検出コード
をデコーディングする。
【００２３】
　本発明のさらに他の様態として、一つ以上の短い長さデータをエンコーディングして伝
送する無線通信システムは、前記一つ以上の短い長さデータに一つ以上の誤り検出コード
を付加する使用者機器を含む。そして、使用者機器は、誤り検出のために一つ以上のブロ
ックエンコーダを用いて前記短い長さデータ及び前記付加された誤り検出コードをエンコ
ーディングする。最後に、使用者機器は、前記短い長さデータ及び前記付加された誤り検
出コードを独立的にエンコーディングし、前記エンコーディングされた短い長さデータ及
び前記エンコーディングされた誤り検出コードを伝送する。
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【００２４】
　本発明のもう一つの様態として、一つ以上のエンコーディングされた短い長さデータを
受信してデコーディングする無線通信システムにおいて、前記エンコーディングされた短
い長さデータ及びエンコーディングされたエラー検出コードを受信する基地局を含む。こ
こで、前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされたエラ
ー検出コードは、一つ以上のブロックエンコーダを用いて独立的にエンコーディングされ
る。そして、前記誤り検出コードは、前記短い長さデータに付加されたものである。また
、基地局は、前記エンコーディングされた短い長さデータ及び前記エンコーディングされ
た誤り検出コードをデコーディングする。
【００２５】
　本発明の以上の、そして他の目的、特徴、様相及び利点は、添付の図面に基づいて行わ
れる以下の本発明の詳細な説明からより明確になる。以上の一般的な説明及び以下の本発
明の詳細な説明はいずれも例示的で且つ説明的なもので、請求範囲によって発明の追加的
な説明が提供されることと理解しなければならない。
【００２６】
　本発明の思想または範囲を逸脱しない限度内で本発明を様々に修正及び変更できること
は、当業者にとって明白である。したがって、本発明は、添付する特許請求の範囲及びそ
の均等範囲内で提供される修正及び変更を含むことは無論である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の好ましい実施形態、添付された図面に表された例について詳細に説明す
る。図面中、同一の構成要素には可能な限り同一の参照番号を共通使用するものとする。
【００２８】
　特定情報及びデータは長さが短い。このような長さの短いデータ（または、情報）を伝
送する際に誤りが生じることがある。事実上、誤りはデータ長さに関係なく発生可能であ
る。伝送中に誤りを処理するために誤り検出コード及び誤り訂正コードが用いられること
ができる。また、ブロックエンコーダは、誤り訂正のためのデータエンコーディングに用
いられることができる。上述したように、ブロックエンコーダは、短い長さデータをエン
コーディングするのに適している。しかし、ブロックエンコーダは、エンコーディングの
ために固定した長さを持つから、それぞれ異なる長さを持つ多数のデータは、一つのブロ
ックエンコーダによってエンコーディングされることができない。したがって、可変の長
さを持つ多数のデータをエンコーディングするためには多数のブロックエンコーダが要求
される。
【００２９】
　短い長さデータの一例として制御情報が挙げられる。以下、本発明の実施例は、制御情
報に挙げてより具体的に説明される。また、短い長さデータまたは制御情報は、拡張指定
チャネル（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｅ－ＤＣＨ）また
は他の伝送チャネルを通じて伝送されることができる。本発明の実施例は様々な伝送チャ
ネルに対して適用可能であるが、以下の説明は、Ｅ－ＤＣＨを使用する場合に基づいてな
される。
【００３０】
　Ｅ－ＤＣＨで、Ｅ－ＤＣＨデータ、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報、及びスケジューリン
グ情報の３タイプの情報が基地局に伝送されることができる。３タイプの情報は、データ
またはフォーマット情報のカテゴリにさらに大きく区分可能である。より具体的に、Ｅ－
ＤＣＨフォーマット情報及びスケジューリング情報は、非－データに区分されるのに対し
、Ｅ－ＤＣＨデータはデータに区分されることができる。
【００３１】
　また、制御情報は、２個の大きいカテゴリに区分されることができる。第１カテゴリは
、チャネル構成情報、すなわち、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報を含み、第２カテゴリは、
スケジューリング情報、すなわち、データ伝送をスケジューリングするためのＥ－ＤＣＨ
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スケジューリング情報を含む。制御情報は、独立したチャネルを通じて伝送され、Ｅ－Ｄ
ＣＨフォーマット情報及びスケジューリング情報は、同じ物理チャネルを通じて伝送され
る。例えば、図１には、時分割方法によって伝送されうる制御情報構造の一例を示す。
【００３２】
　図１で、制御情報は、Ｅ－ＤＣＨデータが伝送される時に伝送されるＥ－ＤＣＨフォー
マット情報、及び基地局スケジューラがスケジューリング情報を要請するときに独立的に
Ｅ－ＤＣＨを通じて伝送されるスケジューリング情報を含む。伝送中にＥ－ＤＣＨフォー
マット情報及びスケジューリング情報は、図２（ａ）乃至図２（ｄ）に示す４個の相異な
る伝送シナリオによって伝送されることができる。
【００３３】
　図２（ａ）で、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報及びスケジューリング情報は両方とも伝送
される。図２（ｂ）では、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報のみが伝送される。図２（ｃ）で
はスケジューリング情報のみが伝送される。最後に、図２（ｄ）では、Ｅ－ＤＣＨフォー
マット情報及びスケジューリング情報の両方とも伝送されない。Ｅ－ＤＣＨデータ伝送の
誤りを最小化するために、制御情報の伝送で可能な誤りを検出するために誤り検出コード
が用いられることができる。より具体的に、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報及びスケジュー
リング情報は、誤り検出のためにエンコーディングされることができる。誤り検出エンコ
ーディングは、臨界値検出方法の代わりに用いられることができる。
【００３４】
　図３は、制御情報の要素情報をエンコーディングし、誤り検出のためのエンコーディン
グされた要素情報の一例を示す。図３で、Ｅ－ＤＣＨ制御情報及びスケジューリング情報
は、伝送されるデータと称し、誤り検出コードは、ＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄ
ａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）と称する。伝送されるデータ及び誤り検出コードは、データをエ
ンコーディングする際に一緒にエンコーディングされる。
【００３５】
　受信端（基地局）での動作は、次の通りである。基地局は、まず、Ｅ－ＤＣＨフォーマ
ット情報及びスケジューリング情報の有無を毎伝送時ごとに決定できる。言い換えると、
Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報がある場合、基地局は、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報が何か
決定でき、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報によってＥ－ＤＣＨデータがデコーディングされ
ることができる。さらに、基地局は、スケジューリング情報があるか決定でき、スケジュ
ーリング情報がある場合、スケジューリングデータ伝送にその情報を用いることができる
。
【００３６】
　上述したように、基地局は、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報及びスケジューリング情報の
有無を決定でき、同時に誤りの有無を検査できる。また、誤り検出エンコーディングがＥ
－ＤＣＨフォーマット情報及びスケジューリング情報伝送中に誤りが存在するか否かを検
出するために提供される場合、より効果的な移動通信システムを構築でき、したがって、
システムでは、誤りのある情報を検出して除去可能である。以下では、多くの誤り検出エ
ンコーディングのうち、ＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）を
本発明の実施例を説明するための誤り検出コードとして説明する。
【００３７】
　図４には、制御情報がエンコーディングされた誤り検出及び制御情報訂正エンコーディ
ングの手順を例示する。Ｅ－ＤＣＨを通じた伝送は、データトラフィック伝送の他、制御
情報伝送も含む。ここで、制御情報は、データトラフィックと独立して伝送される。また
、制御情報は、スケジューリング情報の他、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報も含むことがで
きる。図２に示すように、制御情報は独立的にまたは一緒に伝送されうるＥ－ＤＣＨフォ
ーマット情報及びスケジューリング情報を含むことができる。同時に、Ｅ－ＤＣＨフォー
マット情報及びスケジューリング情報は両方とも伝送されない場合もありうる。図４では
、誤り検出コードが、伝送中に発生する誤りの検出のために制御情報に付加される（Ｓ４
１）。伝送チャネルを通じて伝送される途中に生じうる誤りを訂正するために、例えば、
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ＦＥＣ（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）コードが用いられること
ができる。伝送端（ＵＥ）は、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報及びスケジューリング情報の
ような一つ以上の制御情報の要素情報とＣＲＣに独立的にチャネルエンコーディングを行
う（Ｓ４３）。ここで、ＣＲＣは、一つ以上の要素情報に付加される。例えば、ＣＲＣは
、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報、スケジューリング情報または両方に付加されることがで
きる。そして、エンコーディングされた要素情報及びエンコーディングされたＣＲＣは伝
送されることができる（Ｓ４５）。上述の如く、制御情報の要素情報は、ビット単位の長
さが短いことがある。したがって、短い長さデータは、相対的に少ない数のビットで構成
される、または、相対的に長さの短い要素情報を含む。
【００３８】
　誤り検出コード（または、ＣＲＣ）は、制御情報の要素情報に付加されることができる
。次に、要素情報に付加された誤り検出コードを獲得するための一例を示す。例えば、要
素情報は、誤り検出のためにエンコーディングされることができる。そして、要素情報に
付加する誤り検出コードを獲得する。しかる後に、要素情報及び誤り検出コードは多重化
され、要素情報及びそこに付加された誤り検出コードを含む一つのブロックを構成できる
。上述したように、誤り検出コードはＣＲＣ、要素情報はＥ－ＤＣＨフォーマット情報及
び／またはスケジューリング情報になりうる。
【００３９】
　図５（ａ）乃至図５（ｃ）は、ＣＲＣの付加された一つ以上の要素情報を示す各例であ
る。図５（ａ）乃至図５（ｃ）に示すように、制御情報にＣＲＣを付加または追加する様
々な方法がある。図５（ａ）は、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報に一つのＣＲＣを付加し、
スケジューリング情報に別のＣＲＣを付加する例である。図５（ｂ）は、Ｅ－ＤＣＨフォ
ーマット情報にのみＣＲＣを付加する例である。図５（ｃ）は、スケジューリング情報に
のみＣＲＣを付加する例である。したがって、制御情報の要素情報の数に関係なくＣＲＣ
を付加することができる。
【００４０】
　制御情報の一つ以上の要素情報に誤り検出コードを付加した後に、制御情報の一つ以上
の要素情報及び各要素情報に相応する誤り検出コード（または、ＣＲＣ）は、伝送される
前に誤り訂正のために独立してエンコーディングされることができる。要素情報及び付加
された誤り検出コードをエンコーディングすることによって、受信端は、伝送されてきた
データをより効果的にデコーディングでき、より効率的な伝送効果を得ることが可能にな
る。
【００４１】
　エンコーディングするために、例えば、誤り訂正コードが用いられることができる。チ
ャネルコーディングのために用いられる誤り訂正コードの一例が、ＦＥＣ（Ｆｏｒｗａｒ
ｄ　Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）である。
【００４２】
　ＦＥＣコードの一例としてブロックコードが、制御情報のような短い長さデータをチャ
ネルコーディングするために用いられることができる。ブロックコードは、短い長さデー
タに適している。ブロックコードは、データ長に基づいてデータを形成する。ブロックコ
ードの例には、ヘミングコード（Ｈｅｍｍｉｎｇ　ｃｏｄｅ）、ＬＤＰＣ（Ｌｏｗ　Ｄｅ
ｎｓｉｔｙ　Ｐａｒｉｔｙ　Ｃｈｅｃｋ）コード及びＴＦＣＩ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｆ
ｏｒｍａｔ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）コードがある。しかし、
長さ制限のために相異なる長さを持つ多数のデータをエンコーディングするためには、分
離されたブロックエンコーダが必要である。したがって、分離されたブロックデコーダが
、各エンコーディングされたデータをデコーディングするのに必要になる。ここで、デー
タは、制御情報の要素情報とそこに付加されたＣＲＣの組合を意味する。
【００４３】
　あるいは、ＦＥＣの他の例にトレリス（Ｔｒｅｌｌｉｓ）コードが利用可能である。ト
レリスコードは通常、長い長さのデータをエンコーディングするのに適合しており、短い
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長さを持つデータのためには適合していない。すなわち、トレリスコードが、長い長さの
データにより適合しているのに対し、ブロックコードは、短い長さのデータにより適して
いる。本発明の実施例では短い長さデータをエンコーディングする方法について説明する
。
【００４４】
　誤り訂正のためのエンコーディングのためにブロックコードを使用する場合、例えば、
独立したまたは分離されたブロックエンコーダが、相異なる長さのデータ（すなわち、制
御情報及び付加された誤り検出コード）をエンコーディングするために必要である。ブロ
ックコードでエンコーディングは特定長さを持つブロックで行われ、他のブロックとは独
立的である。このようなエンコーディングの一例に、ＣＤ（ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ）
またはデジタル放送で用いられるＲＳ（Ｒｅｅｄ－Ｓｏｌｏｍｏｎ）が挙げられる。また
、３ＧＰＰで用いられるエンコーディングの一例に、ＴＦＣＩコードが挙げられる。
【００４５】
　また、制御情報の要素情報が、付加されたＣＲＣと一緒にエンコーディングされる場合
、誤り訂正エンコーダ（例えば、ブロックエンコーダ）は、要素情報の長さに基づくこと
ではなく、付加されたＣＲＣを結合した要素情報の長さに基づく。
【００４６】
　上述したように、分離されたブロックエンコーダは、要素情報とＣＲＣとを結合したデ
ータをエンコーディングするために必要である。したがって、短いが、相異なる長さの結
合されたデータをエンコーディングするために一つ以上のブロックエンコーダが備えられ
ることが好ましい。
【００４７】
　しかし、結合されたデータ（要素情報及び付加されたＣＲＣ）をエンコーディングする
代わりに、各情報要素と付加されたＣＲＣを独立的にエンコーディングできる。情報要素
と付加されたＣＲＣを独立的にエンコーディングして、エンコーディングは一つまたはよ
り少ない数のブロックエンコーダを通じて行うことができる。また、ブロックエンコーダ
は、後続データをエンコーディングするために反復的に用いられることができる。
【００４８】
　また、基地局が、付加されたＣＲＣに対する誤り検出を要求しない場合には、付加され
たＣＲＣはデコーディングされない。その結果、基地局は、付加されたＣＲＣをデコーデ
ィングしなくて済むため、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報（または、チャネルフォーマット
情報）及びスケジューリング情報をより迅速且つ效果的に獲得できる。制御情報の要素情
報と付加された誤り検出コード（すなわち、ＣＲＣ）を独立的にエンコーディングする例
を、図６（ａ）乃至図６（ｃ）に示す。
【００４９】
　図６（ａ）乃至図６（ｃ）は、図５に対して制御情報とＣＲＣの付加された各要素情報
の独立的なエンコーディングを示す各例である。これらの図面で、エンコーディングは、
要素情報と付加されたＣＲＣを一つのデータとしてエンコーディングしない。たとえ要素
情報と付加されたＣＲＣが結合されていても、要素情報と付加されたＣＲＣを独立的にエ
ンコーディングする。
【００５０】
　図６（ａ）は、ＣＲＣの付加されたＥ－ＤＣＨフォーマット情報及びＣＲＣの付加され
たスケジューリング情報を示す。同図で、各ブロックは独立的にエンコーディングされる
。すなわち、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報は、付加されたＣＲＣと独立的にエンコーディ
ングされ、同時にＥ－ＤＣＨフォーマット情報及び付加されたＣＲＣだけでなく、スケジ
ューリング情報も付加されたＣＲＣと独立的にエンコーディングされる。
【００５１】
　これと同様に、図６（ｂ）は、ＣＲＣがＥ－ＤＣＨフォーマット情報にのみ付加され、
スケジューリング情報には付加されない例である。言い換えると、同図は、Ｅ－ＤＣＨフ
ォーマット情報、Ｅ－ＤＣＨフォーマット情報に付加されたＣＲＣ、及びスケジューリン
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とえそれらが伝送データを形成しているが、独立的にエンコーディングされる。
【００５２】
　ここで、図６（ｃ）は、ＣＲＣがスケジューリング情報にのみ付加され、Ｅ－ＤＣＨフ
ォーマット情報には付加されない例である。言い換えると、同図は、Ｅ－ＤＣＨフォーマ
ット情報、スケジューリング情報、及びスケジューリング情報に付加されたＣＲＣをエン
コーディングする例を示す。上述したように、これらの情報ブロックは、たとえそれらが
伝送データを形成しているが、独立的にエンコーディングされる。そして、エンコーディ
ングされたデータ（結合されたブロック）は伝送されることができる。
【００５３】
　伝送端（ＵＥ）が、付加されたＣＲＣと一緒に制御情報の要素情報を独立的にエンコー
ディングした後に、エンコーディングされたデータを伝送すると、受信端（基地局）で受
信された制御情報の要素情報及び付加されたＣＲＣをデコーディングすることができる。
【００５４】
　上述したように、チャネルフォーマット情報及びＥ－ＤＣＨは、制御情報の要素情報の
一つを意味するように相互交換的に使用された。データ及び／または制御情報の伝送がＥ
－ＤＣＨまたは別の伝送チャネルを通じて伝送されうるため、これらの両用語は相互交換
的に使用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】伝送されうる制御情報構造の一例を示す図である。
【図２】伝送されうる制御情報の要素情報組合を示す各例である。
【図３】制御情報の要素情報をエンコーディングし、誤り検出のためのエンコーディング
された要素情報の一例を示す図である。
【図４】制御情報がエンコーディングされた誤り検出及び制御情報訂正エンコーディング
の手順を例示する図である。
【図５】ＣＲＣの付加された一つ以上の要素情報を示す各例である。
【図６】図５に対して制御情報とＣＲＣが付加された各要素情報の独立的なエンコーディ
ングを示す各例である。
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